
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs を踏まえ、環境への取組がさまざまな場面で見られるようになってきました。 

しかし、内閣府の調査では、脱炭素社会に対する認識度は、若者ほど低い傾向にあります。 

今後、脱炭素の当事者となる若者が、どのように捉え、どのような思いを抱いているかを学生

の活動報告を基に、パネルディスカッションによる意見交換を通して、すべての人一人ひとり

が「自分ごと」して捉えるためのヒントを得たい。 
 
参考：内閣府の脱炭素の世論調査（2020 年）では、知っていた 33.2%、知らない 31.1%、

年齢別では知っていた 18～28 歳 17.1% 、60～７０歳以上 40.6%と若者ほど認知度が低い 

 

）  

  

 

事例発表とパネルディスカッション 

１） 学生紹介、学生発表・問題提起   

 ▪長野大学   長野大学企業情報学部教授    市川 文彦氏  

  「上田市グリーン・セイヴィング化への提案」  長野大学 市川ゼミ 

 ▪長野大学   環境ツーリズム学部教授     久保木 匡介氏 

  「上田市の環境政策への提言」          長野大学 久保木ゼミ 

 ▪信州大学 信州大学繊維学部 技術専門職員   武田 昌昭氏 

「私たちの環境活動について」         信州大学 環境学生委員会   

 ▪「上田ＥＦＳプロジェクトの活動について」上田高等学校 上田 EFS プロジェクト 

 ▪上田染谷丘高等学校  学友会（生徒会）主任  上篠 隆志氏        

   「自分達で行った断熱施工とその効果」     上田染谷丘高等学校 学友会  

    （休憩 10 分） 
 

２）パネルディスカッション  （75～50 分 ） 

 ・ファシリテーター    信州大学繊維学部 技術専門職員 武田 昌昭氏 
 
３）日  時 

・開催日   令和５年 12 月３日（日）  13 時 30 分～16 時 00 分 

・場 所  市民プラザ・ゆう tel:0268-27-2988 （中央公民館の南側） 

      駐車場（健康プラザうえだ及び上田図書館総合駐車場） 

・主 催  自然エネルギー上小ネット 省エネ部会   
 

・参加  無料、どなたでも参加できます 

定 員  40 名 締切 11 月 30 日 先着順 （問合せ 090-1533-2072 末広） 

     （申込はメールでお願いします お名前、住所、連絡先） 

       上小ネット第52回情報交流会 受付 ssyslab@gmail.com （末広） 

     上田市環境政策課    kankyo@city.ueda.nagano.jp （小宮山） 

 

           

 

 

  （仮題）脱炭素について学生の思いと市民の思い     

 ～学生が取り組んでいる事例報告を基にパネルディスカッション～     

第 5２回上小ネット情報交流会 
  

第 5２回上小ネット情報交流会 

tel:0268-27-2988

